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民間技術説明会
実りある学び舎
業務成果
・直轄船舶の修理状況について
・瀬戸内海東部の波浪推算結果
・長周期波の観測及び解析方法について

平成22年度 第2回実りある学舎を1月24日に開催しました。
(社)土木学会 ＣＰＤプログラム認定番号 ＪＳＣＥ10-0804

「瀬戸内海の水底質の現状とリサイクル材による底質改善技術」
広島大学大学院生物圏科学研究科 山本 民次 教授

瀬戸内海は瀬戸内法（瀬戸内海環境保全臨時措置法とその後の特別措置法）により、主に流入負荷削減
対策が重点的に取られた結果、水質はかなり良好な状況にまで改善されました。
大阪湾を除く瀬戸内海（とくに西部海域）では、もともと流入負荷量がそれほど多くなかったにも関わらず、一
律の流入負荷削減を行ったため、「貧栄養化」の傾向が明らかです。
一方、底質には長年にわたって蓄積した有機物がいわゆるヘドロ状を呈しており、瀬戸内海の今後の環境

保全策としては、水質だけでなく、藻場・干潟あるいは底質を含めて総合的な観点から生態系として捉えなけ
ればならないということが、環境省の「閉鎖性海域中長期ビジョン」（2009）の骨子となっています。

特に、底質がヘドロ状となった場所では、水中からの有機物の負荷・堆積量が多いことにより、好気分解によ
る酸素消費あるいは嫌気分解による硫化水素が酸素消費するなど、貧酸素水塊発生の原因となっています。

「実りある学舎」
とは

技術力の向上や今後の効率的な事業展開を図っていくことを目的として、参考となる情報の収集及び
発信の場となるよう、港湾技術に関する最新の情報や関心の高い話題を講演テーマとして開催してい
る「ミニ講演会」です。

［聴講風景］

流入負荷を減らしても貧酸素水塊の発生がなかなか改善されない理
由は、底質に問題があるからであり、健全な生態系の回復には、これ
以上の流入負荷削減よりも底質の改善が急がれます。有機泥を浚渫
で取り除くにはコストもかかるうえ、取り上げた浚渫土砂の処分に困り
ます。また、覆砂するには、現在、砂の供給がほとんどありません。

今回は、さまざまな産業系リサイクル材の機能的有用性に関する化学
的データを紹介いただき、それらの活用が循環型社会形成に寄与す
る点からも、もっとも現実的であることをご講演していただきました。

〔平成22年度 第4回 民間技術説明会〕
技術の情報収集・発信の場として、また今後の事業実施に

生かすことを目的として、中国地方の港湾等で活用が期待さ
れる民間技術についての説明会を開催いたしました。
来年度も引き続き開催していきますので是非ご参加下さい。

（詳しくはHPにてご案内します）

■開催日■平成23年2月2日（水)
■技術名■

１．ＲＳプラス
２．ジャイロプレス工法
３．静的圧入締固め工法（ＣＰＧ工法）

［聴講風景］



中国地方整備局港湾空港部では、一般海域において海面に浮遊しているゴミや流木の回収を主に行って
いる海面清掃船（１隻）と、港湾工事などの監督や測量などを行うために使用している港湾業務艇（２隻）の
直轄運航をしています。
これらの船舶については、より安全な航行を行うため、年に１回造船所へ修理を発注し、点検や修理など

の整備を行っていますが、今回は海面清掃船「おんど２０００」の修理状況について報告いたします。

【技術開発課】

本船の修理は約１ヶ月間の工期とし、項目は、塗装・艤装品類・機関・電気機器類・清掃装置類の５部門に
大きく分けられ、それぞれに細かい仕様が設定されています。船舶は、航行区域や旅客船定員数等により、
何年に１回かの運輸局による定期検査が義務づけられていますが、本船は５年に１回の周期で定期検査を
受験しており、前回の定期検査がH21年度であったため、今年度の受験はありません。

主な修理の手順としては、以下の通りです。

今年度の修理は呉市内の造船所で行い、
期間中は本船の乗組員と３日に1回程度の

頻度で監督に行き、機器を開放して発見し
た不良箇所および整備後の動作状況等を
確認しています。 なお、海面清掃船「おん
ど２０００」の諸元は右（表-1）の通りです。

海草貝殻類の付着は、航行速度に大きく影響するため、年に1回は取り除くことが理想であり、あわせて
錆などによる腐食部の除去を行う必要があります。

②艤装品・機関・電気機器・清掃装置の開放点検・修理（写真-3,-4）。

①入渠（船体を完全に陸上に上
げた状態(写真-1)）し、船底に付
着した貝殻(写真-2)などを除去
した後、塗装を行う。

［表-1 「おんど２０００」諸元 ］

［写真-2 海草の付着状況 ］［写真-1 入渠状況 ］

機器類については、マニュアル
などに記載されている年次点検
を基に仕様を作成し、専門メー
カー(代理店)が開放点検・修理
等を実施しています。
これらの開放点検・修理等によ
り、航行中の突発的な故障を未
然に防いでいます。

［写真-4 清掃装置ｺﾝﾃﾅ操作盤点検状況 ］［写真-3 主機関の点検状況 ］

③出渠後、各装置単独での動作確認(写真-5)を行った後、総合
試運転を実施します。

総合試運転終了後は、当局検査官の検査を行い、合格した上で、
引き渡しとなります。

［写真-5 乗組員による清掃装置等機器の作動確認 ］



【調査課】

今号では、局地気象モデル（MM5）よる風場推算結果（第11号に掲載）を入力値として、瀬戸内海に適合で
きるように改良を加えた第三世代波浪推算モデルWAMを用いて実施した、瀬戸内海東部の波浪推算結果

を報告します。

３）計算結果
①精度検証
波浪推算値の精度検証のため、推算値と実測値との照合を行いました。照合は、今治港、三本松、引田、
江井ヶ島において実測値が存在する期間内としました。推算精度の評価方法としては相関解析を用いる
こととし、時系列値、ピーク値の2種類の相関解析を行いました。図-2に相関解析結果を示します。
波高、周期とも変化傾向はおおむね捉えられており再現性は良好でした。

②最終的な推算値
精度検証結果に基づき、推算値を実測値相当に補正する係数を決定し、全推算ケースの推算値に対し
てこの係数によって補正を行い、実測値相当の推算値を再計算しました。

MM5計算結果
（領域2）

MM5計算結果
（領域1）

気圧場及び台風パラ
メータからの計算値

海上風入力値

ありなしなし水深の考慮

36成分16成分方向分割数

f(1)×1.10(i-1) (f(1)=0.04177248)

35(42)成分
（周期：約24秒～0.9(0.5)秒

）
※いずれかの数値を採用

25成分
（周期：約24秒～2.4秒）周波数分割数

30秒3分15分計算時間間隔

0.008333°～0.5’
（約0.9km）

0.05°～3’
（約5km）

0.25°～15’
（約25km）

格子間隔

277×109121×101101×81格子数

N 33.9°～34.8°
E 132.8°～135.1°

N 30°～35°
E 130°～136°

N 20°～40°
E 120°～145°

計算範囲
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中領域境界 

狭領域境界 

広領域
中領域

狭領域

１）対象擾乱
瀬戸内海東部において1950年から2006年の間に高波をもたらしたであろう100ケースの台風等による
気象擾乱を対象としました。

２）計算条件
波浪推算に用いたモデルは、第三世代波浪推算モデルWAMのcycle4をもとに、風から波へのエネル
ギー輸送項等に改良を施したモデルを用い、表-1の計算条件により波浪推算を実施しました。

［表-1 計算条件］

［図-1 計算領域図］ ［図-2 相関解析図］
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冬も終わり、春が訪れようとしていますね。そして、花粉症の方には大変な季節ですね。
花粉症患者が年々増加の傾向にあるのは、地球温暖化や大気汚染なども大きく影響しているそうです。
温暖化によって花粉飛散量が増え、排気ガスによって落ちた花粉が再び舞い上がってしまうということが
起きてしまうそうです。
まだ花粉症にかかってない方も発症を避けるためにマスクでの予防は必要ですね。

【設計グループ】

今回は長周期波による反射率が、現地でどのような状況なのかを把握するための現地観測及び解析方法
について事例を紹介します。

１．現地観測
１）観測機器：多機能型波浪計
２）観測データ：波高、周期、波向、流速
３）観測地点：各地点での相関を図るため港口、岸壁全面、

既設防波堤背後の３地点とする。

①港口部
設定理由：港口での波浪状況を把握する。

②岸壁前面
設定理由：岸壁前面での静穏度を把握する。

③既設防波堤背後
設定理由：長周期波に対する反射率を把握する。

４）観測期間：荷役障害の発生頻度の高い期間の３ヶ月間観測
５）観測機器：多機能型波浪計

（観測仕様） （観測機）
・観 測 機 器 ： 超音波式波高計、水圧式波高計、電磁流速計
・項 目 ： 波高、周期、波向、流速
・観 測 時 刻 ： 連続観測
・ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞﾀｲﾑ ： 0.5 SEC

①

③
②

２．解析方法
（１）波浪状況の把握

現地観測データから波高・周期の頻度表を作成し、
岸壁の稼働率を算定する。

（２）長周期波の波形抽出
１）長周期波の波形抽出
現地観測結果より、30秒から300秒の長周期波形の周期を抽出する。

２）卓越周期の把握
抽出された長周期波より卓越周期（有義波周期）を抽出して、波高との関連を把握する。

３）高波浪イベントの抽出
３ヶ月間の現地観測結果から、高波浪時の波高周期を抽出し長周期との関連を把握する。

４）各地点間の波浪データの相関解析
反射率解析に必要な、観測地点3ポイントの相関を解析する。

この様な現地観測及び解析を行って、港内の長周期波に対する反射率の解析を行い、長周期波に対する
稼働率を満足する最適な対策工を検討することになります。
現地で長周期波がどのように発生しているかを的確に把握することによって、効果的な対策を行うことが

できるようになり、船舶の係留時及び荷役作業に対する安全性の確保が図られます。


